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 1 

 

～ はじめに ～ 

● この事例集は、生徒や学生・20 代の若年社会人など、若者に対するライフ

デザイン支援について、県内の先進的な取組事例をまとめたものです。 

● 学校での授業や講義、企業等での研修など、様々なシーンやイベントの企

画において、本事例集をご活用いただけますと幸いです。 

 

～ おことわり ～ 

● 本事例集に収録されている事例及び記載されている内容は、随時更新され

ますので、あらかじめご了承ください。 

● 最新の情報については、県結婚・子育て応援ポータルサイト「ぐんまスマ

イルライフ」からご確認ください。 

【URL】 

http://smilelife.pref.gunma.jp/pc/lifedesign/tosupport/ 
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ライフデザインセミナー（出前なんでも講座） 

＜群馬県こども政策課＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

大学生や２０代の新社会人などに対し、職業・仕事や結婚から妊娠・出産・子育てまでの

家族形成を含む将来のライフプランニングやキャリアを描くことができるよう、若者が自身

のライフデザインを考える「きっかけ」づくりを行う。 

◆ 取組の概要・特色 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

● これからの「社会」がどうなっていくか、見通しやその要因を学ぶ 

 セミナーは、２部構成で行います。 

前半では、あらゆる分野や業種に共通する課題である「人口減少」や「少子化」につい

て、群馬県の現状や今後の見通しなどお話しします。 

また、途中には簡単なクイズやワークを取り入れ、参加者の能動的な学びを促します。 

 

● これからの「人生」をどう生きていくか、想像して計画をたてる 

  後半では、参加者自身のこれからの「人生」をどのように生きていくか、実際に想像し

て計画を立てるワークを行います。 

  それぞれが自分の「人生」について考えた上で、参加者同士で考えを発表・共有するこ

とにより、ライフデザインの考え方をより深めることが可能です。 

 

● 開催費用は無料。お気軽にご利用いただけます 

  セミナーの主な対象は、大学生や２０代の新社会人を想定していますが、高校生などそ

の他の方に向けても対応いたします。基本は１時間程度のプログラムになりますが、ご希

望の時間にあわせて実施することも可能です。 

  また、県職員が講師となる「出前なんでも講座」として実施するため、場所さえいただ

ければ無料でご利用いただけます。ご希望がありましたら、お気軽にご相談ください。 

 

 ？「出前なんでも講座」とは ？ 

  県職員が皆様の地域・団体等へお伺いし、様々なテーマについてわかりやすくご説明します。選
べるテーマは 500近く。詳細は、県ホームページからご確認ください。 

 参考：「出前なんでも講座」http://www.pref.gunma.jp/07/b2111296.html 
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（セミナーの様子） 

◆ 取組の成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 平成 29 年 10月 13 日 ＠ 共愛学園前橋国際大学 

  ※ 県と大学の連携講義「群馬を知る」の一環として実施 

   実施状況 

   １～４年生の学生 ６９人が参加 

   参加者の声（アンケート） 

   ・自分の将来設計（どんな仕事に就いてみたいか、どんな家庭を築いてみたいか）に

ついて、イメージができた：60.8％ 

   ・未婚率の上昇がとても大きく、驚いた。少子化について、考えさせられた。 

   ・社会人の話が聞けて参考になった。説明がわかりやすかった。 

 ● 平成 30 年 2 月 19 日 ＠ 関東学園大学 

   実施状況 

   学生、教員など 約２０人が参加 

   参加者の声（アンケート） 

  ・自分の将来設計について、イメージができた：

94.1％ 

  ・将来就きたい仕事についてはイメージできるが、

仕事以外のことに関してあまり深く考えたことがなかったので良い機会になった。 

  ・結婚がしにくい時代であるということがわかりました。また、自分の将来をイメージ

してみることも楽しかったです。 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

個々の生き方や価値観が多様化している現代では、自身の未来を自らの手で切り拓いてい

く力強さが必要です。これからの「社会」と「人生」をどのように生きていくか。このセミ

ナーを通じて、若者の皆さんのライフデザインを考える「きっかけづくり」ができれば幸い

です。 

学校・大学での講義の一コマとして、あるいは企業内研修の一環として、あらゆるシーン・

ニーズに対応いたします。ご利用をご希望の方は、県こども政策課までご相談ください。 

 

お問い合わせ先 

群馬県 こども未来部 こども政策課 少子化対策係 
電話：027-897-2725  ＦＡＸ：027-226-2100  
メールアドレス：kodomo-mirai@pref.gunma.lg.jp 
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未来の家族への手紙コンクール 
＜群馬県こども政策課＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

生徒・学生や 20 代の若年社会人が、それぞれが思い描く未来の家族へあてた手紙を書く

ことで、家族を持つ喜びや素晴らしさなどを感じる機会とするとともに、社会全体で家族形

成の支援に取り組む機運醸成を図る。 

◆ 取組の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 作品の募集 

【募集テーマ】 

１０年後や２０年後の未来を想像し、将来のパートナーや生

まれてくる子どもなど、それぞれが思い描く未来の家族にあ

てたメッセージを自分の言葉で自由に書いてください。 

（字数：600 字以上 1,000 字以内） 

【対象】 

  県内に在住・在学する中学生、高校生、大学生、 

20 代の若年社会人など 

● 入賞作品の選定 

 【表彰】 

・ 中学生部門、高校生部門、大学生等部門の３部門について合計２４点を入賞作品と

して選出しました 

・ 各部門の最優秀賞受賞者（3 名）については、県青少年育成大会にて表彰しました。 

 【入賞作品の広報・周知】 

・ 全入賞作品を収録した作品集を発刊。 

県内各学校等へ配布。 

・ 県の結婚・子育て応援ポータルサイト「ぐんま

スマイルライフ」にて、入賞作品の全文を掲載。 

  

（第３回の作品募集チラシ） 

（http://smilelife.pref.gunma.jp/pc/lifedesign/letter/） 
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◆ 取組の成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 第１回（平成 27 年度） 

   応募状況 
   ・中 学 校 等 34 校  0,935 点 
   ・高等学校等 09 校  0,449 点 
   ・専 修 学 校 09 校  0,352 点 
    合 計 52 校  1,736 点 

 ● 第２回（平成 28 年度） 

   応募状況 
   ・中 学 校 等 31 校  1,186 点 
   ・高等学校等 08 校  0.304 点 
   ・大 学 等 31 校  0.680 点 
    合 計 70 校  2,170 点 

   参加者の声（アンケート） 

   ・結婚・出産・子育てを身近に感じるようになった：77.1％ 
   ・将来のライフデザインのイメージが描けるようになった：78.1％ 

● 第３回（平成 29年度） 

   応募状況 
   ・中 学 校 等 40 校  1,120 点 
   ・高等学校等 10 校  0.235 点 
   ・大 学 等 11 校  0.633 点 
    合 計 61 校  1,988 点 

   参加者の声（アンケート） 

   ・結婚・出産・子育てを身近に感じるようになった：61.9％ 
   ・将来のライフデザインのイメージが描けるようになった：67.1％ 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

県の結婚・子育て応援ポータルサイト「ぐんまスマイルライフ」では、各回の入賞作品の

全文を掲載しています。いずれの作品も、それぞれが思い描く未来の家族の実現に向けた力

強いメッセージが自分の言葉で語られており、胸を打つものばかりです。 

また、入賞作品を収録した作品集も発行しています。学校の授業への活用など、ご希望の

場合は、県こども政策課までご連絡ください。 

 

お問い合わせ先 

群馬県 こども未来部 こども政策課 少子化対策係 
電話：027-897-2725  ＦＡＸ：027-226-2100  
メールアドレス：kodomo-mirai@pref.gunma.lg.jp 
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生命（いのち）を育む講座 

＜群馬県児童福祉課＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

小・中・高校生が、自分に自信を持ち、自分を大切にできるよう自己肯定感や自尊感情を

育むとともに、虐待防止の観点から予期しない妊娠を防ぐための性に関する正しい知識を学

び、自分のライフプランを考えて将来の行動を選択できるようになることを目的として、“い

のちの現場”にいる助産師から若者へメッセージを届ける。 

◆ 取組の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 「生命（いのち）を育む講座」とは 

 本講座は、小学生・中学生・高校生・特別支援学校生を主な対象として、県と群馬県助

産師会の連携により実施するものです。小学校では「生命を育む出前講座」、中学校及び

高等学校では、「思春期出前講座」を実施しています。「思春期出前講座」は「①いのち

の現場からのメッセージ」と「②思春期ライフプラン教育」の２つ内容により構成され、

各学校の希望に応じてそれぞれ選択、あるいは複合型として実施いたします。講座では、

助産師の視点から開発した独自の教育プログラムを使用し、視聴覚媒体や体験学習など

を交え、生徒一人ひとりに「生命（いのち）」の大切さをわかりやすくお伝えします。 

● 生命を育む出前講座（小学校および特別支援学校） 

・「いのち」の始まりから出生までの胎児の成長、胎児心音の聴取や出生体験等、さまざ

まな体験学習を通して、自分の生きようとする力や命の重さを実感する 

・出産体験の振り返りによる親子の絆づくり 等  

● 思春期出前講座（中学校および高等学校（特別支援学校含む）） 

① 「いのちの現場からのメッセージ」 

｢生命の成り立ち｣から出生に至るまでの過程を学び、｢生まれてくることのすごさ」や

｢生きていることの素晴らしさ」への気づきを促し、自己肯定感や自尊感情を育む。 

② 「思春期ライフプラン教育」 

・生命の成り立ちについて学ぶ。 

・自分の心と身体を知り、自分を大切にし、異性への思いやりを持てるよう健全な性に

ついて学ぶ。 

・予期しない妊娠を防ぐことを中心に性に関する正しい知識を学ぶ。 
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◆ 取組の成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 平成 28 年度：県内 計 70 校にて実施 

   小学校：62 校 中学校：4 校 特別支援学校：4 校 

 ● 平成 29 年度：県内 計 80 校にて実施 

   小学校：60 校 中学校：7 校 高等学校：10 校 特別支援学校：3 校 

  参加者の声（アンケート） 

   ・（講座に参加して）新たな気づきを持てた 

中学生：約 89％ 高校生：約 81％ 

   ・（講座に参加して）改めて自分を見つめ直すきっかけになった 

    中学生：約 83％ 高校生：約 78％ 

   ・親なんていっそ、いない方がいいと思っていたが、助産師さんから話を聞いて、大

きな考え違いをしていたということに気づきました。これからは、親や周りの人に

心配をかけるような軽はずみな行動は決してしない。自分や周りの人を大切にした

い。 

   ・性行為によるリスクは、今まで自分に関係が無いと思っていた。他人事ではなく、

自分の身に起こるかも知れないということがよくわかりました。 など… 

 

 

 

 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 現代では、「何のために生きているんだろう」「生まれてこなければよかった」「自分な

んていなくても何の変わりもない」など、自己評価が低く、自己受容ができず悶々と過ご

している子どもたちが少なくありません。この世に生を受けた全ての子どもたちが、「生

まれてきてよかった」「生きていてよかった」と思えるよう、これからも「いのちのメッ

セージ」を届けていきます。ご希望がありましたら、お気軽にご相談ください。 

お問い合わせ先 

群馬県 こども未来部 児童福祉課 母子保健係 
電話：027-226-2606 
メールアドレス：jidouka@pref.gunma.lg.jp 

取組の様子（写真） 

（学校における取組の様子） 
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未来のライフデザイン啓発事業 

＜沼田市健康福祉部子ども課＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

小学生、中学生、高校生などを対象に、命を生み育て未来を育むことの大切さの啓発や、

主に若い世代が結婚、妊娠、出産、子育て、居住、仕事を含めた将来のライフデザインを描

けるよう支援するとともに、社会全体で結婚や子育てを応援する機運を高めていく。 

◆ 取組の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

● 啓発リーフレット「ハタチからの参考書」 

 ライフデザイン啓発リーフレット「ハタチからの参考書～

これからの自分をイメージする～」には、これから地域で暮

らし、働き、家族を持っていく若者に向けて、人生のちょっ

と先輩からたくさんのメッセージが寄せられています。 

 本冊子は、沼田市での子育てを応援する活動をしているグ

ループ Hug HAPi（はぐはぴ）の皆さまと協力して作成。講

演会や成人式などで配布しています。 

 

● 中学生・高校生のためのライフデザイン講座 

  少子化や核家族化の進行に伴い、若い世代においては結婚、出産や子育てを身近に感じ

られない傾向が見られることから、中高生を対象として、結婚や子育てなどについて考え

る機会を提供する講座を実施し、今後のライフプランニングに関する理解を促します。 

  また、リーダー志望の生徒を対象とした専門講座も用意しており、ライフデザインから

見えてくる地域との関わり方について考えるとともに、リーダー講座受講者から他の生徒

への効果の広がりも期待できます。 

 

● 若者の「キャリアプラン」や「ライフプラン」を考える各種講座 

  上記のほか、生命の現場にいる助産師さんをお招きし、その体験談を通じて生命や家族

について考える「『いのち』の授業」、将来の出産や子育てについて、具体的に想像するこ

とが可能な「赤ちゃんとの触れあい体験講座」など、いのちを生み育て、未来を描くこと

の大切さを啓発するための各種講座をご用意しております。学校の授業への活用など、ぜ

ひご検討ください。

（「ハタチからの参考書） 
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◆ 取組の成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 命を生み育て未来を育むことの大切さを学ぶ講座等を、市内複数箇所にて実施 

   実施状況 

   ・「ハタチからの参考書」：市内在住の新成人等に配布（1,000 部） 

   ・中学生のためのライフデザイン講座：市内の中学生を対象に開催（１回） 

   ・助産師さんの「いのち」の授業：市内の幼稚園で開催（１回） 

    

   参加者の声（アンケート） 

   ・結婚・出産・子育てを含む未来の自分のイメージを身近に感じることができた 

：１００％  （中学生のためのライフデザイン講座） 

   ・結婚や出産を応援したい気持ちになった：９３％（助産師さんの「いのち」の授業） 

  

 

 

 

 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 行政としてのライフデザイン支援は、庁内の関係各課や地域の関係団体などと連携し、 

多くの方々の力を借りることで、より効果的な取組になる、という観点から、引き続き、 

地域のマンパワーを活かした取組を進めていきます。 

 

お問い合わせ先 

沼田市 健康福祉部 子ども課 子育て支援係 
電話：0278-23-2111（代表） 
メールアドレス：kodomo@city.numata.lg.jp 
参考 URL：http://www.city.numata.gunma.jp/life/kosodate/1004142/1007170.html 

  

中学生のためのライフデザイン講座 

平成 29年 10月 15日(日)開催 

市内中学生 30名参加 

助産師さんの「いのち」の授業 

平成 29年 10月 24日(火)開催 

榛名幼稚園の園児と保護者 15組参加 
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高校生のライフデザイン講座 

＜特定非営利活動法人 Design Net-works Association＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

仕事だけではない家庭や個人の活動・社会活動などを含めた「自分の生き方（ライフキャ

リア）」を題材として、高校生自身が実社会との接点を持ちながら、自ら考え・深めていく

ことについて対話を通じて「生きる力」を育んでいく。 

◆ 取組の概要・特色 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

● 「発見」―“生き方”への動機付け 

 高校生のライフデザイン講座は、1 年間を通じ、大きく 3 つのステップで行います。 

 「発見」は、これから自分が大切にしていきたいこと・探求していきたいテーマを高校

生自身が見つけるステップです。高校生たちは、様々な生き方をしている「オトナ」に

出会い、自分と友達の考えの違いを知りながら、自分自身がどのように生きていきたい

かという“当事者意識”を明確にしていきます。 

 

● 「探求」―“自分”と“社会”を知る 

  「探求」では、話を聞きたい“オトナ”にインタビューをしたり、意見交換をしながら、

自分が向き合いたいテーマについて自身の考えをより深めていきます。ポイントは、高校

生が自らアクションし、自分なりの想いを伝え、それに応えてくれる“オトナ”がいると

いう実感を高校生たちが獲得することです。こうした体験により、高校生たちは「生きた

学び」を自身の中でより明確に認識することが可能になります。 

 

● 「発表」―“ありたい姿”の言語化 

  最後のステップとして、高校生一人ひとりが、自分自身が向き合ってきたテーマや授業

を通じて学んできたこと、自分に生じた変化やこれからの生き方について、「発表」しま

す。「発表」は、クラスメイトや 1 年下の後輩、これまでお世話になった関係者の人たち

に向けて行います。これまでの学びを自分の言葉で「発表」することで、高校生たちは、

これからの「自分の生き方」を具体的にイメージすることができるようになるとともに、

大きな達成感を得られます。 
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（3 学期に実施した報告会の様子） 

◆ 取組の成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  ● 平成２９年度 ＠ 群馬県立安中総合学園高等学校（保育系列の生徒：１２名） 

  実施状況 

   ・１学期：発見 

２人のゲストを招き、「結婚・離婚・子育て」や「大病の経験・生きる力」など、お

二方が経験したありのままの人生について話を伺った。 

・２学期：探求 

高校生自らアポイントをとり、保育士の方や父子家庭の父親、ＬＧＢＴの当事者な

ど総勢１２名の方に対し“オトナインタビュー”を実施。 

・３学期：発表 

１年間の集大成として、「ライフデザイン講座 報告会」を開催。１年間でお世話に

なった関係者を招き、１年間の学びについて高校生一人ひとりが報告を行った。 

   参加者の声 

・今まで知らなかったみんなのことを知れたり、たくさんのゲストの方から話を聞い

て、いろんなことを得られて沢山の成長があって、ほんとによかった。 

・目をそむけ続けていたことにしっかり向き合えて、ポジティブになれた。  

・いっぱい泣いたし、笑ったし、時にはすごく辛い時もあったけど、この授業を 1 年

間、みんなと一緒につくることができてよかった  など… 

   

 

 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「生き方の探究」は、ともに考え、ともに学んでいくこと。それは、関わる高校生たちか

ら教わったことです。それぞれに様々なバックグラウンドをもっているからこそ、対話を通

じて、考え方や価値観の違いに気づき、毎日の積み重ねから「生き方」に向き合える授業を、

今後も届けていきたいと思います。 

お問い合わせ先 

特定非営利活動法人 Design Net-works Association 
電話：027-322-4229  メールアドレス：contact@npo-dna.org 
ホームページ：http://npo-dna.org 

（写真の説明文など） （ライフデザイン講座の様子） 
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赤ちゃん先生プロジェクト 

＜ママの働き方応援隊 群馬前橋校／群馬西校＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

赤ちゃんやその親との触れあいを通じて、若者の自己肯定感を高め、個性ある人生設計を

考えるきっかけを創出する。 

※ 平成 29 年度「地域の結婚応援事業費補助金」（群馬県）対象事業 

◆ 取組の概要・特色 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

● 「ママの働き方応援隊」とは 

 ママの働き方応援隊は、「赤ちゃんと一緒に働きたい！」というママたちの想いから、

7 年前に神戸で生まれた団体です。現在では、全国各地に「学校」と呼ばれる地域組織

が 50 校、養成講座を受講した「ママ講師」が、全国で延べ 2,000 人を超えています。 

群馬県では、2 つの学校・約 60 人のメンバーで活動しており、小学校から大学に至る

様々教育機関等と連携し、授業や講義などで赤ちゃんとの触れあい体験を実施しています。 

 

● 将来のライフプランを考えるきっかけづくり 

  「無縁社会化」が進む日本では、小さい子も、結婚間近の大人でも、赤ちゃんを抱っこ

した経験が無いという方が増えています。「赤ちゃん先生プロジェクト」では、若者が赤

ちゃんと触れあうこと・抱っこするという実体験を通じて、「子どもをもつということ」

の大切さ気づくとともに、「どうしたら、家庭と仕事を両立することができるのか」など、

今後のライフプランを考えるきっかけになります。 

 

● 子どもを持つこと・育てることの意識を育む 

  「進学すること」や「就職すること」と比較して、「子どもを持つこと」や「子どもを

育てること」については、将来を想像すること・意識する機会はなかなかありません。「赤

ちゃん先生プロジェクト」では、実際に赤ちゃんを抱っこするという体験を通じて、こう

した意識を育んでいきます。 

また、子育て中のママたちと実際に話をすることで、子どもに対する親の愛情や責任、

子育ての苦労や命の大切さを知ることができ、大人になるための準備や心構えをすること

が可能です。
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◆ 取組の成果（平成 29 年度） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 平成 29 年 9 月、10 月 ＠ 群馬県立前橋東高校 

 ● 平成 29 年 12 月 ＠ 群馬大学、群馬医療福祉大学 

   実施状況 

   ・普通課「家庭基礎」の授業の一環として、1 年生の生徒 240 人が参加（前橋東） 

   ・医学部保健学科の学生 40 人が参加（群馬大） 

   ・社会福祉学部の学生 39 人が参加（群馬医療福祉大） 

   参加者の声（アンケート） 

   ・自分の将来設計について、イメージができた 

    前橋東：84％ 群馬大：85％ 群馬医療福祉大：94.8％ 

   ・赤ちゃんの育児の大変さや楽しさ、おもしろさなどがよく分かった。 

   ・自分自身の将来をイメージすることが難しいけど、大変なことや楽しいことがたく

さんあるんだということはイメージできた。 

   ・仕事と育児の両立は大変なことがわかった。母親だけでなく、父親として育児にも

しっかり関わりたい。 など… 

 

 

 

 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

７年前に、「育児中だからこそ出来る仕事を造ろう！」と、仕事をするにはデメリットだ

と言われる時期をメリットに換える発想がきっかけとなり、この活動が生まれました。思い

込みの常識に捕らわれている人々が、発想の転換力と、人として何が大切かということを赤

ちゃんから感じて、考える力を育むということがこの活動の目的です。この活動を通して、

関わるすべての人々が、課題に対し自力で考え、行動できるようさらに活動を広げていきま

す。未来のために、私たちに出来る小さな一歩から取り組みます。 

お問い合わせ先 

ママの働き方応援隊 群馬前橋校   
電話：090-1616-1586（代表 星野） 
メールアドレス：gunma-maebashi@mamahata.net   

（「赤ちゃん先生プロジェクト」） （赤ちゃんとの触れあい体験の様子） 

ママの働き方応援隊 群馬西校 
電話：080-3219-4218（代表：茂木） 
メールアドレス：gunma-nishii@mamahata.net 
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中高生へのライフデザイン支援事業 
＜特定非営利活動法人 Next Generation＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ライフプランを本格的にシミュレーションできるボードゲームを活用して、中学生や高校

生に対するライフプランニング支援を図る。 

※ 平成 29 年度「地域の結婚応援事業費補助金」（群馬県）対象事業 

◆ 取組の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

● 地元・群馬でのライフプランを考える 

 群馬県では、若年層の人口減少と県外への流出が課題となっています。多くの生徒・学

生は、高校卒業時に群馬県を離れ、その後、群馬にはなかなか戻ってこないのが現状で

す。私たちの取組は、群馬県を離れる前の中学生・高校生とともに、「学び」に「遊び」

を交えたライフプランニング支援を行うことで、地元・群馬への U ターン促進を目指し

ます。 

 

● 「ボードゲーム」を活用した本格的なライフプランシミュレーション 

  生徒・学生が将来のライフプランニングをより考えやすくするために、プレイするだけ

で人生設計を考えることが可能なオリジナルのボードゲームを作成しました。このボード

ゲームは、進学・就職・結婚などの人生の節目で訪れる群馬と東京の分岐や、各自治体制

度の違い、収入や出費などのリアリティを自分たちで調べ、落とし込んだものです。ボー

ドゲームを楽しみながら、群馬と東京の生活を比較しつつライフイベントを俯瞰すること

が可能であり、自身の将来をより身近にイメージすることが可能です。 

 

● 同年代の生徒・学生が取り組むことの意義 

  私たちの取組は主に中学生や高校生を対象としたものですが、支援に取り組む私たちも

また、同年代の若者が中心となっています。だからこそ、中学生や高校生の皆さんが現在

抱える悩みや将来への不安に寄り添い、同じ目線でライフプランニングを一緒に考えるこ

とができます。 

  また、参加者だけではなく、運営する側としても本事業に関わることで、自身の将来の

ライフプランニングについて見つめ直し、考えをさらに深めることが可能です。 
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◆ 取組の成果（平成 29年度） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 平成 29 年 12月 23 日（土）14：00～17：00 

   実施状況 

   ・県内外の高校生や大学生（13 名）を集め、プレイベントを実施。 

   ・実際にボードゲームを体験しつつ、今後に向けたフィードバックを行った。 

 ● 平成３０年３月４日（日）13：00～16：00 

   実施状況 

   ・18 名の中高生が参加。様々な分野で活動を行っている大学生らのゲストトークを

交えつつ、ボードゲームをプレイして将来について考えるきっかけを提供した。 

   参加者の声（アンケート） 

   ・自分の将来設計について、イメージができた：94％ 

   ・学校では得られないことがたくさん得られたと思います。 

   ・自分の未来が明確ではなかったのですが、ボードゲームでリアルな金額や出来事が

わかり、計画性が大事なのだということがわかるきっかけになりました。 など… 

 

 

 

 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中高生は、人生設計に興味や関心を持てば、自ら進んでインターネットなどから情報収集

を行うと考えています。そのための興味や関心を持つきっかけを得る手段として、私たちの

ボードゲームでシミュレーションをするとともに、仲間とのコミュニケーションをとって欲

しいと思います。今後、このボードゲームの改良を重ね、教育機関や行政などと連携するな

どして、多くの学生が遊びながら学べる環境を作れればと思っております。 

 

お問い合わせ先 

団体名 特定非営利活動法人 Next Generation 
電話：050-5326-1656 
メールアドレス：npo@n-generation.jp  /  HP：http://npo.n-generation.jp 

ボードゲームを楽しむ参加者 参加者・ゲストの集合写真 
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高大連携コラボゼミ  ～ライフデザイン力を身につけよう～ 

＜共愛学園前橋国際大学＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

予測困難な時代の中で、高校生が主体的に自らの人生を見通す力を身につけることを通じ

て、高校生の結婚、妊娠、出産、育児と職業生活などに関する前向きな意識を育んでいく。 

※ 平成２８年度「地域の結婚応援事業費補助金」（群馬県）対象事業 

◆ 取組の概要・特色・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

● 「高大連携コラボゼミ」とは 

 高大連携コラボゼミは、少子化などの「社会問題」や、仕事と生活の両立などの「社会

課題」について、高校生が大学生とともに研究を行うゼミ形式の授業です。高校生が自

らのライフデザイン力を身につけることを目的として、結婚、妊娠、出産、育児や職業

生活等に関する様々な学びを得るとともに、専門的知見を有する本学教員チームが随時

フォローアップを行い、研究を通じて得た学びをさらに深化させていくことが可能です。 

 

● アクティブラーニングの積極的導入 

  アクティブラーニングとは、従来の講義形式のような受け身型の学びではなく、参加者

自身が積極的に講義に参加することを通じて、主体的かつ協働的な学びを導く手法です。

本講座はアクティブラーニングを積極的に取り入れ、若者が主体的に生涯を通して学び続

けることができる素養を育むとともに、自ら主体的に動くことを通して見えてくる様々な

社会の実情を知ることが期待できます。 

 

● 高校生と大学生の協働 

  これまでの本学の取組により、高校生は自分の将来像について比較的消極的なイメージ

を持つ一方、大学生はある程度「夢」のようなものを語る傾向があることがわかりました。

この違いは、社会的経験の差であると推測されます。こうしたことから、高校生が「大学

生」という少し先の未来に触れることで、高校生自身が自己実現の可能性を見いだし、結

婚や出産などを含めたライフデザインに、より前向きな展望を持つことが可能になります。 

  また、こうした取組を最先端のアクティブラーニング施設を有する本学で実施すること

で、高校生が群馬における自己の将来を身近に感じる機会を創出していきます。 
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◆ 取組の成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 平成 28 年度：太田市立太田高等学校と連携（高校生１５名、大学生６名が参加） 

   実施状況 

   ・平成 28 年 10 月 24 日 ＠  市立太田高 

    少子化の現状、結婚・妊娠・出産に関する知識などについてレクチャー 

     ・同年 10 月 29 日  ＠  共愛学園前橋国際大学 

    社会の現状や今後の展望について学びつつ、自分自身が向き合いたい課題を設定。 

    自分が将来、どうなっていたいかを想像し、友達や大学生と共有。 

   ・同年 11 月 19 日 ＠ 共愛学園前橋国際大学 

    自分自身が設定したテーマについて、学びの成果を発表・共有。 

グループごとに課題を設定し、各自でリサーチ＆グループでディスカッション。 

   参加者の声（アンケート） 

   ・自分の将来について、考えるきっかけになった：100％ 

   ・普段の生活では興味を持たないことを詳しく調べることができた。 

   ・普段の授業と違い、自主性や協調性が求められ、レベルが高いと感じた。自分の将

来のためにもなった。 など… 

 

 

 

 

◆ 今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 「高大連携コラボゼミ ～ライフデザイン力を身につけよう～」は複層的な意義を持った

取り組みです。高校生の自律的な学び、多世代交流や地域連携による学び、そして次期学習

指導要領の方向と合致した高大接続の学び。このことは、高校生や大学生自身の人生を豊か

にすると同時に地方創生時代の新しい教育のモデルともなると自負しています。今後も地域

拠点大学としてこのような機会の創出に取り組んでいきたいと思います。 

お問い合わせ先 

団体名 共愛学園前橋国際大学 地域共生研究センター 
電話： 027-266-9060（直通） 
メールアドレス：kyosei-chiiki@c.kyoai.ac.jp 

  

 

  

グループワークの様子 調査研究の様子（KYOAI COMMONS にて） 
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ウエディングプランナーを目指す学生向けライフデザイン講座 

＜ぐんまウエディングチーム＞ 

◆ 趣旨・目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

将来ブライダル業界で活躍するために、自身のライフデザインについて考える力をもった

ウエディングプランナーを育成する。 

※ 平成 29 年度「地域の結婚応援事業費補助金」（群馬県）対象事業 

◆ 取組の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

● 「ぐんまウエディングチーム」とは 

 ぐんまウエディングチームは、“ぐんまの結婚式を

もっと素敵に！”をスローガンとして、群馬県内の結

婚式場や関係企業が団結して立ち上げた組織です。“結

婚式は地域や家族の絆を強め、地域経済を活性化する

ための大切な儀式”と位置づけ、結婚式の素晴らしさ

を社会にひろめていくために、様々なイベントを企

画・実施しています。 

 

● 将来、ブライダル業界で活躍するために 

 ぐんまウエディングチームでは、将来の人材育成を目的として、ウエディング業界を目

指す学生を対象とした出張授業を行っています。 

学生たちは、ブライダル業界で働くという明確な目標を持っている一方、自身の結婚、

妊娠・出産などを含むライフデザインについては、明確なイメージを持っていないのが実

情です。しかし、ブライダル業界の一員として活躍するためには、自身のライフプランに

ついてもしっかりイメージできていることが大変重要です。この講座では、自身のライフ

デザインについて考える力をしっかりと学ぶとともに、ブライダル業界で働きたい、活躍

したいという学生の意欲をさらに引き出していきます。 

 

● 産学連携による取組体制 

 講座では、全国で数多くのライフデザイン講座の実績を持つ有名民間企業の方を講師と

してお招きするとともに、県内のブライダル業界の現場を知る当団体が運営に深く関わ

ることで、ライフデザインとキャリアデザインの両面から学生たちは多くの学びを得る

ことが期待できます。県内でブライダル学科を持つ大学や短大、専門学校における授業・

講義への活用など、ぜひご検討ください。  
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◆ 取組の成果（平成 29 年度） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ● 平成 29 年 11月 17 日 ＠ 高崎商科大学 

   実施状況 

   ・ブライダル学科の学生 24 名が参加。 

   ・リクルートブライダル総研の協力のもと実施。 

・「充実した人生のために、自身の人生を長期的視点で考え、大きな分岐点において

自律的選択をするためのヒントを見つける」をテーマとして、学生たちは就職、結

婚、出産などリアルな未来の自分を想像するワークを行った。 

   参加者の声（アンケート） 

   ・自分が将来、どのような仕事や家族形成をしていきたいかというイメージが描けた 

：98.5％ 

   ・自身のライフキャリアについて、考えるきっかけになった など… 

 

 

 

 

◆今後の展望・メッセージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ウエディングを学ぶ学生向けの産学連携ライフデザイン講座は、群馬県域ではもちろん、

全国でも珍しい取組事例です。ブライダル業界としては、将来の人材確保や離職対策等が期

待できる一方、参加する学生個人の恋愛や結婚、出産等の意欲を向上することで、地域の少

子化・未婚化対策にも貢献できるものと考えます。 

ご興味がありましたら、ぜひご相談ください。 

 

お問い合わせ先 

ぐんまウエディングチーム 
メールアドレス：gummaweddingteam@gmail.com 

  

将来、婚礼業界を目指す 24 名の学生が参加 グループでの意見交流も行いました。 
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● 発行・編集履歴 

 

   平成３０年３月３０日 初版 

 

 

 

● 発行元 

  群馬県 こども未来部 こども政策課 少子化対策係 

  電  話：０２７－８９７－２７２５ 

  ＦＡＸ：０２７－２２６－２１００ 

   メール：kodomo-mirai@pref.gunma.lg.jp 


